〈地域調査報告〉　地域の「宝」としての里山生活文化とその持続――阿武隈山村･山舟生の環境文化資源と地域の力(6完；提言)―― by 高野 岳彦 & 福援ゼミ
〈地域調査報告〉　地域の「宝」としての里山生活
文化とその持続――阿武隈山村･山舟生の環境文化
資源と地域の力(6完；提言)――
著者 高野 岳彦, 福援ゼミ
雑誌名 地域構想学研究教育報告
号 10
ページ 43-52
発行年 2019-12-31
URL http://id.nii.ac.jp/1204/00024076/
43―　　―
地域構想学研究教育報告，No.10（2019）
〈地域調査報告〉
地域の「宝」としての里山生活文化とその持続
― 阿武隈山村･山舟生の環境文化資源と地域の力（６完；提言）―
高野岳彦・福援ゼミ
東北学院大学教養学部地域構想学科
はじめに
2015・16年度にわたる福島県「大学生の力を活
用した集落復興支援事業」による実地体験に基づ
く調査報告を，前々号から５回にわたり掲載して
きた。その内容を改めて示すと，（1）出会い，地
域性，場所，（2）自治組織，羽山祭り，（3）あん
ぼ柿，エゴノキ，お手玉，和紙，（4）食資源，女
性パワー，そして今号掲載の（5）小学校と地域
である。その第１報の冒頭でも述べたとおり，こ
の事業では，大学生たちに「外の目」で地域の
「宝」を発見してもらい，集落活性化につながる
ような「提言」を行い，それを少しでも具体化す
ることが求められる。応募主体は学生で，そのグ
ループ名を「福援ゼミ」としたが，指導教員も含
めて「支援」よりも地域に教えられ学ぶことがす
べてであった。一連の報告の最後となる本稿では，
県に提出した「提言」を補充整備して報告し，結
びとしたい。
１．山舟生の「宝」
統計数値が示す2000年以降の地方の趨勢は，少
子高齢化，農業従事者の減少と高齢化，商工業の
空洞化であるが，山舟生も同様である。しかし山
舟生での体験を通して，私たちは統計では把握で
きない「里山」の環境と生活そのものが「宝」，
つまりは地域づくり資源であるとを感じた。それ
らはまず山舟生の風景となっているものである。
山舟生の土地環境の特徴は，阿武隈山地北縁の
開析が進んだ低山部と，それを刻んで流れる小河
川沿いの狭小な谷底平地，そして平地と低山部の
間の傾斜地からなる典型的な里山の立地にある
（写真１）。そこに形成された風景は，人々の手
で作り込まれてきた「文化景観」であり，景観の
１つ１つに地域の生業や生活を通して利用されて
きた歴史と人々の意図が刻印されている。
写真１　山舟生の風景（2019 年夏，2016 年冬）
それらを形づくってきた個人の技能や知識，そ
して地域共同の営みは，里山利用に生きてきた山
舟生の文化そのものであり，それゆえに他からの
借り物ではない地域に根差した「本物の地域づく
り」の資源＝「宝」となり得る。私たちの印象に
残った「宝」の例を以下に列挙する。
1）花：里山景観のチャーミングスポット
私たちと山舟生との出会いが「あじさい」であっ
たが，さらにひまわり畑に遭遇し，羽山では可憐
な野草の花々にも出会った。まさに「花」は人々
を誘う里山のチャーミングスポットである。７月
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から現地入りした私たちには春の風景を見る機会
はなかったが，ヒアリングで語られたソメイヨシ
ノや山桜，菜の花，カタクリ，福寿草，「おもて
なしロード」の花桃，和田山のエゴノキの花は，
山舟生の魅力を向上させる。やや地味ながら特産
の柿や農作物の花も含めて，花は里山の「宝」と
して生活を豊かにするアメニティーであるととも
に，人を呼ぶ資源にもなり得る。
それを地域づくりに最大限に活用するには，地
域全体を「里山植物園」とみたてる方法が考えら
れる。花々の名称や植物学的説明とあわせて地域
の生業や生活との関係を記した看板を設置し，観
察スポットを盛り込んだガイドブックや推奨コー
スを作ってPRを図るとともに，理科や社会科の
授業と連携した観察学習コースを作り，交流館，
小学校，あじさい公園，羽山，和田山に学習交流
スポットを設けることも考えられる。
2）場所：「まとまり」と交流の結節点　
花は「見る」という行為の対象にはなっても，
腰を落ち着けて休息したり，人々と交流できたり
する「場所」がなければ，来訪者は短時間で通り
過ぎてしまうだけになる。そうした「場所」は，
同時に来訪者をもてなすサービス機能が付帯した
り，優れた景色を眺望したり探勝できたり，地域
の歴史や人々の「想い」が詰まった地域のシンボ
ルとなるような場所であれば，魅力はより高まる。
私たちが訪れた中では，交流館，あじさい公園，
羽山の各スポット，和田山，羽山神社，各集落の
神社や集会所，大小川の渓流，小学校，紙漉き伝
承館，ひまわり畑があった。これらの「場所」は
どれも「宝」となり得る。付帯するサービス機能
を整備して，交流結節点あるいは情報拠点として
の役割を高めたい。
3）行事・イベント・芸能：「つながり」の仕掛け
春の「羽山山開き」，夏の「あじさい祭り」と「ペッ
トボタル」，そして秋の「山車祭り」は，山舟生
に人を呼ぶための「仕掛け」としての役割を果た
しており，地域づくりの重要な資源となっている。
また，太鼓，獅子舞，萬歳，笠踊りなどの芸能は
イベントの魅力を高め，地域のまとまりを保持す
る要素となる。これらに人を呼び鑑賞してもらう
ために大事なことは「本物性」を保持することで
あり，歴史ある伝統行事にはその歴史性を正しく
継承すること，新しいイベントには他地域の類似
イベントに対して独自の工夫を凝らすことが必要
である。また地域づくりの資源として活用するに
は，行事やイベントが呼ぶ「人の流れ」を他の資
源とうまくリンクさせて，より持続的な「つなが
り」を醸成する工夫が必要である。
4）技能・技術・無形文化：里山利用技能の資源化
里山の生業を支えてきた技能や技術もまた地域
の重要な資源である。残念ながらその多くは経済
的意義を失って廃れつつあり，その技能はかつて
地域を支えてきた高齢世代の方々の記憶として
残っているだけである。幸いにも有志により復活
した「紙漉き」は，往時の地域の伝統産業を継承
するものとして大事にしたい。他にも，炭焼き，
編み組み，木工などの山林資源の利用技術や，か
つて主産業であった養蚕や繭に関連する技術につ
いて，身に覚えのある高齢世代の技能を次世代に
伝える仕組みがほしい。
5）食材･料理：もてなし文化と地産地消システム
私たちは山舟生訪問の度に，イベントの出店や
ミーティングの場で数々の食材と手料理に出会
い，賞味させていただいた。そば，春菊餅，漬物，
多彩な郷土料理，ワイルドなはちみつ，イノシシ
肉，クマ肉，産業伝承館で味わった料理など。そ
こには単に「食べ物」というだけではない，里山
農村ならではの手づくりの価値がある。それは都
市のファストフードやコンビニフードの対極にあ
る里山文化であり，交流とおもてなし，そして「地
産地消」の地域づくりには欠かせない資源であり
「宝」であるといえる。その提供の仕組みづくり
と，食材知識と調理技能を支えてきた女性たちの
ノウハウを継承する仕組みづくりが必要である。
6）信仰文化：共同性の社会資産
他地区からも一目置かれてきた山舟生の「まと
まる力」や求心力が何に由来するのかを考えた時，
その信仰文化に注目せざるをえない。中でも「羽
山」とその例大祭は，地域のまとまり力を支える
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社会文化資源であり，羽山太鼓や羽山生活改善グ
ループのよりどころでもある。また，集落ごとに
も観音堂や社があり，各家の屋敷には氏神様が祀
られる。それらは，花見やお祭りなどの年中行事
や「講」を通して，人々の繋がりを保持する歴史
的な役割を果たしてきたという意味で，紛れもな
く「地域の宝」であるといえる。
信仰の「内面」に関する部分まで地域づくり資
源とすることはできにくいが，それに思いをはせ
つつ，外形的な部分は，伝統的な里山の風景や文
化を象徴する交流拠点としての「場所づくり」に
役立てることはできるのではないか。
7）人･組織：行動を生むマンパワーの継承
以上の各資源は「自然」に生まれものではない。
羽山の野草も，重い礎石を運び上げて登山コース
を整備し，花々を解説してくれる人がいて，外来
者がふれあえる「資源」となった。また行事やイ
ベントも，運営する人々の「まとまる力」があっ
て実現できる。食文化もまたその担い手となる女
性たちの技能があってこそ受け継がれる。さらに
は，他地区に先駆けて実現した「自治振興会」も「む
らづくり推進協議会」以来の人々の組織力を土台
としている。その意味で，山舟生の地域資源は，
山舟生の人々が日々の生活の中で育み醸成し「開
発」してきたものである。その知識，技能，そし
てアイディアや夢を個人や仲間内の範囲にとどめ
ず，「地域の宝」として地域づくりに生かしたい。
里山に生きてきた人々にこそ，都市では得られな
い知識がある。
8）「宝」のまとめ
以上の「宝」の要点を整理すると表１のように
なる。山舟生での一連の体験はまさにこれらの
「宝」に次々に出会う体験であった。その大半
は，限られた時間の中では上辺だけのものになら
ざるを得なかったけれども，それゆえに印象深く
もあった。それは，都市にはない日本の村落生活
の伝統が残る阿武隈山地の「里山の村」を体感す
る体験学習ツアーだったといえる。
表１　地域づくり資源「宝」のまとめ
資　源
花 桜，カタクリ，福寿草，エゴノキ，あじさい，ひまわり，野草
場所
交流館，あじさい公園，羽山の各スポット，
和田山，羽山神社，各集落の神社や集会所，
大小川の渓流，小学校，紙漉き伝承館，ひま
わり畑
行事・芸能 花見，山開き，あじさい祭り，ペットボタル，山車祭り，羽山太鼓，獅子舞，笠踊り，萬歳
信仰 羽山信仰，鎮守神，産土神，氏神，講
技能・技術 紙漉き，炭焼き，繭，編組，木工，あんぽ製造，山菜採り，狩猟，釣り，山林資源の利用技術
食 そば，春菊餅，羽山漬，あんぽ料理，多彩な家庭料理，ジビエ料理
人・組織
地元の資源，技能，文化を担う人々，アイディ
アマン，自治振興会，町内会，行事グループ，
リーダー
２．里山資源を活かす術；地域「まるごと」性
いま山舟生の年齢構成は，地域づくりを担って
きた人々の多くが高齢者，それも後期高齢者に移
行し，それを継承するべき40・50代が非常に少な
いという状況になっている（第５報）。個人や地
域に蓄積された里山生活をめぐる「宝」，すなわ
ち知識や技能がこのままでは継承されずに消えて
しまいかねない。
何か手立ては無いか。ここで私たちの印象に刻
まれたことを再度ふりかえると，前節末尾に述べ
た「体験学習ツアー」という経験にヒントがある
ように思う。第１報で記した山舟生との鮮烈な出
会いから始まり，信仰の山・羽山を起点とする場
所めぐりそれ自体が，山舟生の自然的・文化的ス
ポットと人々の「もてなし」を体感する「ツアー」
であった。山舟生の生活文化を生かす術はここに
あるのではないか。
そこで以下では，筆者（高野）が見聞してきた
いくつかの先行事例を整理してみたい。
1）アメリカでみた「リビング・ミュージアム」
2000年8月，福島県内の小中高の先生方と組織
していた日米理解の教材開発をめざす研究会の活
動の一環として，アメリカの環境教育の実地調査
を企画し，ミドルテネシー州立大学の先生の案
内でテネシー州東部の山間地にある「アパラチ
ア博物館」を訪れた★1。サブ名称として付された
「Living‌Museum」が帰国後も印象に残った。
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アメリカの農業の特徴というと広大なタウン
シップ区画の大規模経営に違いないが，それは中
西部のことで，平地の少ないアパラチア山地には
開拓初期の農業と生活文化の遺産が残る。アパラ
チア生活博物館は，伝統の農舎を移築している点
は「民家園」の側面をもつが，それ以上にサトウ
キビ搾り機や肥料用の糞を採取するための瓢箪の
鳥かごを吊るした柱など，往時の農場の全容が再
現されている。場内に移設された伝統農舎のいく
つかは民俗資料の展示施設になっていて，その１
つでは綿紡ぎが実演され，他の農舎では伝統楽器
が展示されてその数と種類に感嘆するとともに，
軒先ではカントリー音楽のルーツの民俗音楽の実
演が始まり，老齢の奏者の技量と迫力に圧倒され
た。訪れる子供たちには各種の体験・教育メニュー
も用意されて，かつての生活文化とあわせて，環
境農業の工夫を学ぶこともできる。もちろんエン
トランスホールの食堂には伝統食のメニューが用
意されて，１日いても十分楽しめる施設となって
いる。
周囲はアメリカ的な「大自然」というより，阿
武隈北部に似た古期山地のなだらかな中山間地
で，有機農法時代の伝統農村の生業と生活文化を
展示資源とする「Living‌Museum」なのである。
この事例は，山村の生業と生活文化が体験交流の
資源に十分になりえることを示している。
2）エコミュージアム，田園空間博物館
閉じられた館内や園内だけでなく「地域」をま
るごと博物館とみて体験学習の場とし，来訪者と
の出会いを通して自地域の良さを再発見し，地域
活性化にもつなげようという動きは，日本では
1990年頃から盛んになった「アグリツーリズム」
や1995年に日本に紹介された「エコツーリズム」
が契機となり，地域づくりの手法として政策的に
も推進された★2。先進事例としては，山形県朝日
町の町をあげた取り組みが知られている。
こうした情勢をうけて1998年12月，農林水産省
が「田園空間博物館」整備事業を創設し，東北で
は福島県を除く５県の８箇所が指定されている★3。
同省の該当HPによれば★4，田園空間博物館につ
いて「村には美しい景観，豊かな自然，人々の営
みによって培われてきた伝統や文化などの魅力が
あり，それらを博物館の展示物と見立てて『屋根
のない博物館』として保全・活用しようという取
り組み」と記され，あわせて「これらの取り組み
写真２　アパラチア生活博物館の展示（2000.8.03）
a）農舎，b）農場，芝生中央にサトウキビ搾り設備，左奥の電
柱様の柱は鳥の巣，右に伝統作物の圃場（トウモロコシ，アマ
ランサス，タバコ，ワタ），c）綿つむぎ，ｄ）伝統食（すいとん，
煮豆，ヨーグルトあえ，コーンブレッド，りんごパイ），e）民
俗楽器，f）ベテラン奏者によるカントリースタイルの生演奏
a
b
d
e
f
c
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の中で，地域住民が主体的に地域資源を活用して
歴史教育，都市との交流，自然観察，体験活動な
どを展開」するとしている。
認定地の１つである宮城県山元町の場合をみる
と，「田園空間博物館はエコミュージアムとも呼
ばれ」と述べた後，笠野のコア施設のほか，町内
の歴史を体現する溜め池，水路，防風林，街道な
ど７箇所の展示・学習スポットと，「田んぼの楽
校」，「リンゴ塾」の２か所の体験スポットが紹介
されている。さらにその案内や講師役として地元
の55名が「野外ぐるりん友の会」を結成して，親
子で自然と遊ぼう隊，ため池どろんこまつり，フォ
トハイキング，畑の楽校，蛍増殖プロジェクトを
実施している。
2009年秋，これらのスポットを学生とともに
巡った（写真３）。観光地といえる資源などあり
そうにない「普通の農村」にみえた空間が，各ス
ポットを見歩くだけで，個性に満ちた場所に転化
することを体感した。これらは確かに，地域の自
然，歴史遺産，生業，生活文化とふれあうことを
通して，参加した児童とその保護者たちが地域の
良さを体感する仕掛けとなっていると実感した。
3）水俣市「村まるごと生活博物館」
2007年10月，地理学会の巡検で水俣市を訪れた。
水俣の名は，最悪の公害「水俣病」の場所として
現代史の中に刻まれているが，もう１つ，仙台市
と並ぶ「地元学」の発祥地としても知られる。地
元学は水俣病対策後の地域づくりの過程で生まれ
た。その事情は次の通りである（大塚，2003；吉本，
2008）。
水俣病が工場排水による公害と認定されて以
来，たくさんの人々が膨大な記録や研究を残し，
補償額も多大に上った。それらは外部の専門家と
行政の主導で進められ，また沿岸部の浄化と整備
が進む一方で市域の大半を占める内陸山間部は取
り残されることになった。気がつくと，地元住民
には外部依存と相互不信が渦巻く状況に陥ってい
た。そこで水俣市では1980年代末から，地区ごと
に住民の話し合いの場を設けて，地域自治力を取
り戻す施策に着手するが，その係に配属されたの
が吉本哲郎氏であった。
吉本氏は，住民たちに根づいた「外部頼み」や
「ないものねだり」の意識を改め，地域の「ある
もの探し」を通して自地域の「個性」を住民自ら
が気づくことが，地域づくりの第一歩であるとこ
とを見出した。その手法として地元の「地域資源
マップ」や「水の経路図」という地図づくりを住
民たちに提案した。後に「地元学」と呼ぶことに
なるこの手法は，今では地域づくりの基本手法と
して全国の自治体や世界の途上地域の村々に伝え
られている。
水俣市では，その延長線上に「村まるごと生活
博物館」の施策を打ち出す。これも確かに「エコ
ミュージアム」の１種といえる。2007年10月の
水俣訪問は，その先行事例である「頭
かぐめ
石
いし
元気村」
を訪れたことが主目的であった。
頭石集落は水俣市街地から内陸に約10km入っ
た山間部で，家々の背後は急傾斜地に囲まれ（図
２），その下部には石垣を積んだ細長い畑が造ら
れている。侵食が進んでなだらかになった阿武隈
北部の村落は「中山間地域」のうちの「中間地域」
といえるが，こちらはまさに「山間地域」に属す
写真３　田園空間博物館の展示スポットと案内板
※同じ案内板の上下部分（2009.11.18 高野撮影）
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る環境である。
筆者を含む訪問者の一行は，地元の人の案内で
水路や石垣などを見て歩いた後，集会所で地元の
日常食の昼食を有料でいただき，壁に掲示された
「地域資源マップ」をはじめとする地域づくりの
経緯についてヒアリングした（写真４）。地元の
人々は日常の場所と生活の一端を全国各地から参
加した大学教員たちに紹介したわけだが，東北か
ら参加した筆者の目に見慣れた東北山村とは異な
る景観と地域文化を感じる経験となった。
地域の人々は，普段は小学生たちを体験学習を
含めて受け入れており，食事提供ともあわせて，
それは一定の収入にもつながっている。田園空間
博物館との違いはこの点にある。そしてなにより
も頭石は農家12戸の小集落で，明治旧村の山舟生
よりもはるかに小さい。それでも住民のまとまり
と行政のマネジメントがあれば，こうした取り組
みは可能になるのである。
4）ふるさと運動，自然教育村
地域を「まるごと」交流資源にするというコン
セプトの実践の先進例は，奥会津の三島町と金山
町であろう。両町は，人口ほぼ半減という激しい
過疎化★5を経験した後の1970年代に「ふるさと運
動」と「自然教育村」に取り組み，「地域おこし」
の先進例として知られる。筆者も1980年代の大学
院生の時代から訪れてきた。
三島町の「ふるさと運動」は，1970年に人口減
少率が県内ワーストとなったのを契機に，工場誘
致や観光開発など「外部」に頼らないい「自分た
ちで考える」町づくりとして始まった★6。いわゆ
る「内発的」地域づくりである。そもそも三島に
は「観光」になりそうな資源は何もない。しかし
「何もない」ことは「失われている」ことではな
く，人情や自然，伝統生活が息づいていることで
あると，考えを逆転される。そしてこの「理想の
図２　頭石の立地（図幅約２km）
写真４　頭石元気村の様子（2007.10.08）
a）急斜面の家々，b）棚畑の石垣，c）村の看板，d）集会所で昼食，
e）メニュー，f）「あるもの探し」マップ
a
f
c
b
d
e
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町」を一緒につくっていく人を「特別町民」とし
て広く募集するという制度を1974年にスタートさ
せた。これは全国的な反響を呼び，特別町民への
登録は850世帯に上った。特別町民は１家族につき
１万円を年会費として納入すれば，町営の行楽・
運動施設は割引料金で利用でき，町の広報誌やイ
ベント情報を毎月送られ，年末には地場産品のつ
めあわせが送られるという特典が得られる。そし
て何よりも，民泊農家「ふるさとの家」が紹介さ
れて，一定の謝金で宿泊し，「親戚づきあい」が
できる。これはまさに，地域を「まるごと」体験
するということである。
三島町の隣りの金山町では，1978年，町全体を
教育の場とする「自然教育村」を宣言した。廃校
を改修して拠点施設にし，山村生活に必要な多く
のものを手づくりしてきた高齢者を主とする地元
の人々に講師役になってもらい，その技能を都会
の人々に体験してもらおうという取り組みであ
る。その体験メニューには，豆腐，納豆，こんにゃ
く，芋ほり，稲の脱穀，わら細工，竹馬づくりな
どが並ぶ。1994年の新聞記事では，横浜市の中学
校18校から年間を通して4000人が訪れるとある★7。
その後，各地の自治体でみられるようになった
金山町の取り組みは，地元で「あたり前」の生活
文化を，演出のない「本物の教育環境」と考える
という地域文化認識の大転換であった。さらにそ
の革新性は，時代に取り残されたような山村の高
齢者が，実は現代人が喪失してしまった技能の担
い手であり，それが収入につながって「生きがい
づくり」になるという，高齢者福祉の大転換でも
あった。
5）地域まるごと博物館化の社会的要請
2002年度から導入された「総合的な学習の時間」
をエポックとして，地域の自治体や企業が児童生
徒の体験学習スポットの整備や機会の提供に資す
る動きが広がっている。また2008年に日本でも委
員会が創設されて認定地域が増加中の「ジオパー
ク」にも，地学的な見どころだけでなく，生業や
文化も含む地域の「風土」を包含する「まるごと」
性がある。さらに，山村や離島をまるごと「美術
館」と見立てて，作品の展示場として活用する野
外アートイベントの取り組みもある。2000年から
始まった越後妻有の大地の芸術祭，2010年から始
まった瀬戸内国際芸術祭のいずれもトリエンナー
レが知られる。
もちろん，大規模な交流圏を前提とする取り組
みをイメージしてしまうと，小学校区ほどの旧村
規模の山村や集落程度の地域ではできそうもな
く，自治体をあげた仕掛けづくりの取り組みが必
要になる。
さらに，他地域に比べてはるかに少ない東北へ
の外国人の誘客に関して，2015年12月，政府は「東
北観光復興対策交付金」を創設するなどの誘致支
援策に乗り出した。日本文化に関心をもつ外国人
にとって，「ゴールデンルート」にはない「もう
一つの原風景」が残っていそうな東北の農山漁村
の生業・生活の文化は魅力的に映るのではないか。
これらはみな「地域まるごと博物館」化の意義
を物語っている。
３．山舟生のまるごと博物館の可能性
1）「楽習」の村・山舟生
地域をまるごと博物館にする取り組みで忘れて
ならないのは，既存の自然や文化を展示物とする
こと以上に，そこで展開される体験や技能，もて
なしを担う「人」の存在である。まず地元の人が
自地域について知らなくてはならない。これは水
俣市の項で述べた「地元学」の取り組みそのもの
である。また自地域を知ることとあわせて，その
知と技をもって自ら地域づくりにかかわろうとす
る「意識」も重要である。
第１報で述べた通り，山舟生では既に2013・14
年度に実施された「地域自治モデル地区事業」の
取り組みにより，集落（行政区）ごとの課題が洗
い出されている。さらには「あじさい祭り」や「ペッ
トボタル」を生み出したように「むらづくり協議
会」の時代からこうした地域資源についての学習
活動は盛んであった。「花桃ロード」や「お手玉」
を考え出すような「学習」のとりくみは以前から
続けられているのである。それらから整理された
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アイディアのリストは第１報，表11に示した通
りである。その整理の過程は，まさしく山舟生の
「地元学」であったろう。
さらにこのリストには，５段階の「優先度」が
付されているのもすばらしい。それをよくみると，
この優先度には，社会的つながりの醸成から経済
効果の実現に至るまでの次のような段階が含意さ
れているようにみえる：
①安全で暮らしやすい環境を整える
②人々の「まとまり」と「つながり」を醸成する
③外部アピールを通して地域の誇りを強化する
④外部から交流人口と経済効果を呼び込む
⑤地域の産業を発展させて後継者世代に継承する
これらは「地域づくり」の目標と関連していえる。
私たちが山舟生に入ったのは，これらのアイ
ディアが最終的にまとめられた翌年の2015年度か
らであり，山舟生自治振興会が私たちを受け入れ
てくれたのは，この「モデル地区事業」において
抽出されたアイディアつまりは「宝」の大学生の
目からの再確認であったかとも思われる。この「５
段階」は必ずしも優先度や「順序」としてだけで
なく，地域にとって必要なこと，「楽しい」と感
じることから同時並行的に進めらるのがよいと考
える。
2）そして「まるごと博物館」へ
学習成果も放置すれば時とともに忘却される。
そして人々の高齢化も着実に進む。そこで必要な
のは地域の課題を整理しきった山舟生の人々伝来
の「学習の力」を「地元学」として継続し，地域
を楽しく学ぶ「楽習の村」を実現する。そしてそ
の学習成果を活かす方向性として「里山生活文
化」を体験し，伝承し，交流する拠点地区となる
ことを目標にしてはいかがだろうか。里山文化の
村」という自己認識に立ち，生活博物館（Living‌
Museum），エコミュージアム，田園空間博物館，
自然教育村などの先例をふまえつつ，洗い出され
た場所，伝統，技能，アイディアを「宝」として
生かす。それは「地域まるごと博物館」の準備に
もなる。それはそのまま私たちの提言になる。
＜提言＞「阿武隈里山生活博物館」の実現を
私たちが山舟生と出会った2015年は，自治振興
会が発足し，小学校の統廃合が市から示されると
いう，希望と危機を同時に経験した地元史のエ
ポックであった。２年にわたる体験交流を通して，
山舟生の「宝」に出会い，人々のまとまり力を体
感することができた。廃校となる小学校の利活用
の構想づくりも既に始まっていることをふまえ，
当ゼミの結論としては，この危機を「好機」とと
らえ，地域の宝を結集した体験学習と産業創出の
拠点づくりをめざすべきということである。それ
はすなわち阿武隈の里山の環境と生活・生業文化
の「生活博物館」（Living‌Museum）（図３，表２）
になるはずと考える。
表２　「里山生活博物館」の構成分野案
資源例
信仰 神社，お堂，山車祭り
民俗芸能 太鼓，獅子舞，万歳
工芸 和紙，お手玉
農産加工 柿，漬け物，そば，もち
食文化 伝統料理，行事食
歴史 地域史，村づくり史，学校史
自然 地質，地形，羽山，動植物
花 アジサイ，エゴノキ，ひまわり，ハナモモ，福寿草，山桜
体験 農作業，工芸，太鼓，場所巡り
博物館づくりを通して，地域の「宝」を継承し，
統合先の梁川小学校の子供たちを呼びこんで，伊
達市全体の郷土学習，生活，文化，産業学習の拠
点にする。さらには，福島県の北端という境界の
位置を活かして丸森町や宮城県とも連携し，阿武
隈北部，あるいは阿武隈山地全体の里山文化学習
の拠点という視野を持つ。阿武隈山地は，北部，
中部，南部，西縁丘陵，隆起準平原の高原で地域
性が異なり，それぞれ特徴ある拠点を作ってネッ
トワーク化する。
まずは日帰り行楽圏から人を呼ぶことをめざし，
その先には日本の里山，アジアの里山，世界の里
山への広がりを見通し，外国人の誘客もめざす。
施設の整備には自治体レベルでの予算配分を受
けなければならい。市内21校を11校に半減させる
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という歴史的決定をした伊達市の状況から，市や
遊休校舎をもつ地区間の調整・連携も必要にな
る。様々な可能性に対処できるように，まず地元
でしっかりした構想を持つことが必要と考える。
担い手の高齢化への不安は，平均年齢70・80歳
という「おやき」の小川庄（長野）や「葉っぱビ
ジネス」の上勝町（徳島）などの成功事例に学ぶ。
その一方で，博物館のマネジメントとは，その能
力と経験のある人材を外部からを呼びこむ必要が
ある。
山舟生の様々な資源は里山がもたらす「生態系
サービス」でもある。そして山舟生には，その専
門知識と活用アイディアを持つ人々がいる。さら
にまた1980年代の「村づくり推進協議会」の時代
から盛んな地域づくりを展開してきた経験もあ
る。他方で，その人々も年々高齢化していく。生
活博物館づくりのためには，なにもしなければ記
憶のかなたに埋もれて失われてしまう彼らの知識
や技能，山舟生の地域づくりに果たしてきた役割
を記録にとどめることであり，それによってそれ
らを次世代に継承し，他地域にも誇れる地域の「歴
史文化遺産」とすることである。
それは1990年代後半から各地で広がりつつある
「地元学」の取り組みである。「地元学」の学び
を通して，地域に蓄積されてきた知識，技能，歴
史の「宝」を掘り起こす。それはそのまま「生活
博物館」のための資産となる。その資産を自治振
興会のもとに集めて，地域づくりに向けた力とす
る。山舟生の人々の「村づくり」以来の経験と構
想力をもってすれば，その実現は難しくないと考
える。
＜注＞
★１：ノックスビルの北西30kmの褶曲山脈の山あい
にある私設の施設。「Museum‌of‌Appalachia」で
検索して同園のページを開くと歴史と現況が紹介
されており，面積65acre（26ha），35の建物（農舎，
畜舎，小屋，教会，学校）とある。Google‌Earth
でその様子が把握できる。
★２：エコツーリズムの定義は，日本エコツーリズ
ム協会や環境省のページに紹介があり，ここで記
した内容もそれらを参照している。政策的には，
2007年に「エコツーリズム推進法」が制定され，
①自然環境の保全と自然体験，②地域固有の魅力
の見直し，③活力ある持続的な地域づくりの３点
がエコツーリズムの「効果」として企図されている。
★３：垂柳猿賀，島守盆地，白神郷，亀田藩，鳥海
山麓，東和（岩手），満沢（最上町），山元亘理。
★４：農林水産省による制度の解説のほか，各地の
認定地の概要も紹介されている
図３　里山生活博物館を構成する地域の「宝」
左上から時計回り：羽山そば，普段食，猪肉，蜂蜜，お手玉，和紙，羽山太鼓，‌
獅子舞，山車祭，郷土食，あんぽ柿，春菊餅（詳細は既刊報告 1～ 4参照）
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　（http://www.maff.go.jp/j/nousin/sousei/den-haku/）。
★５：高度経済成長期直前の1955年と直後の75年の
人口をみると，三島町が6,618から3,768へ，金山町
が9,555から5,218へとほぼ半減した。さらに1980年
では各3,369，4,790で，文字通りの半減となった。
都市通勤圏外の奥会津は，両町だけでなく，どの
自治体も同様であった。
★６：この項の記述は，1980年頃に入手した三島町
の「ふるさと運動会員募集」リーフ，日本経済新
聞社（1983），佐藤（1997）による。
★７：河北新報1994年9月28日付け，三選を果たした
長谷川町長を紹介する記事。
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